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Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲女踊りは優雅にサクラやヤナギを表現

　９月23日夜、城崎温泉街で第13回但州湯島の盆
（主催・豊岡市商工会城崎支部）が開催され、着物
や浴衣などをまとった踊り手ら約100人が、柳並
木の大

おお

谿
たに

川沿いを練り歩きました。
　江戸時代、同温泉街では盆の繁忙期にふるさと
に帰ることのできない芸

げい

妓
ぎ

たちが、９月に盆の代
わりを楽しもうと、盆踊りを始めたのがきっかけ
といわれています。一度は途絶えましたが、2005
年、当時歌われていた城崎温泉の四季の唄｢城崎
小唄｣に、大谿川のヤナギや湯煙などをイメージ
した踊りを振り付けて復活させました。
　観光で訪れていた青

あお

山
やま

武
たけ

史
し

さん（姫路市）は｢風
情を感じる｣と秋の風物詩を楽しんでいました。

但州湯島の盆
城崎温泉街の秋の風物詩

▲指導を受けながら人形を作る

　10月７日、豊岡市民プラザで、大阪の人形劇団
｢クラルテ｣による人形劇｢しろくまくんどこへ？｣
を開催しました。
　この事業は｢とよおか家族の日｣の関連事業と
して実施したもので、家族向けの内容とあって、
300人以上の親子が来場し大盛況でした。
　また、人形劇の他に｢人形劇を体験してみよう｣
と題したワークショップも実施。約20人の子ども
たちが参加し、劇団メンバーの指導の下、色

いろ

紙
がみ

か
ら人形を作りました。
　参加した子どもたちは、好きな色の色紙を手に、
一生懸命工作。自分で人形を作ることで、人形劇
の世界をより身近に感じることができたようです。

しろくまくんどこへ？
親子で楽しむ人形劇とワークショップ

　

西
日
本
で
唯
一
の
ス
カ
イ
ダ
イ

ビ
ン
グ
場
を
経
営
す
る
甲
斐
健
太

郎
さ
ん
。
ほ
ぼ
毎
日
、
約
4
千
m

の
高
さ
か
ら
の
ジ
ャ
ン
プ
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

19
歳
の
時
に
米
国
・
マ
イ
ア
ミ

で
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
と
出
会
っ

て
以
来
、
夢
は
自
分
で
ス
カ
イ
ダ

イ
ビ
ン
グ
場
を
開
く
こ
と
。
30
歳

で
、
そ
の
夢
は
か
な
い
ま
し
た
。

　

自
由
を
求
め
る
甲
斐
さ
ん
に
と

っ
て
、
ス
カ
イ
ダ
イ
ビ
ン
グ
は

“
究
極
の
遊
び
”。
空
か
ら
見
る
景

色
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と「
リ
ス
ク

は
あ
る
け
ど
、
地
上
に
帰
っ
て
き

た
と
き
の
喜
び
や
達
成
感
が
す
ご

い
」と
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　
「
今
の
夢
は
、
豊
岡
市
か
ら
世

界
選
手
権
日
本
代
表
チ
ー
ム
を
輩

出
す
る
こ
と
」と
話
す
甲
斐
さ
ん
。

現
在
、
4
人
1
組
で
行
う
競
技
・

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
本
気
で
取

り
組
む
チ
ー
ム
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
何
十
年
か
か
っ
て
も
…

と
意
気
込
み
ま
す
。

　

甲
斐
さ
ん
の
下
で
は
、
6
人
の

豊
岡
の
若
者
が
働
い
て
い
ま
す
。

「
地
元
の
若
者
が
、
趣
味
を
仕
事

に
し
て
、
自
信
を
持
っ
て
長
く
働

け
る
場
を
作
り
た
い
」と
、
若
い

力
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

甲斐健太郎さん

稲葉直也さん 中原大輝さん

豊岡の力を世界に！
大きな夢に向かうジャンパー

甲斐健太郎さん（41歳）森




